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(1)同心配置した導体球および導体球殻に特定の電荷を与・えた際の,各導体上

の電荷,導体内外の竃界分布および電位分布を,ガウスの法則を用いて計算す

る能力を問う基本的な問題である C

ア.導体球殻の内'・外表面上に誘導される電荷をガウスの法則を用いて算出し

それらを用いて導体球および導体球殻周辺の 分布を求める能力を測る電界 0

イ.アの結果を用いて,導体球殻外表面上の電位を計算する能力を測る 0

ウ.ア,イの結果を用いて,導体球上の電位を計算する能力を測る 0

エ.導体の接地に関tる理解度とともに,イおよびウの発展として,導体球殻
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電気

る 0

(2)無限長直線導線に電流を流した際の導線周辺の磁界分布,導線周辺に配置

したループ導線を鎖交する磁束,および直線導線とループ導線との問の相互イ

ンダクタンスを計算する能力を問う基本的な問題である 0

ア.アンペールの周回積分の法則を用いて,無限長直線導線佶]辺に生じる磁界

の強さを計算する能力を測る 0

イ.アの結果を用いて,直線導線周辺に配置したループ導線を鎖交t る磁束を

計算する能力を測る 0

ウ.相互インダクタンスに関する理解度とともに,イの結果を用いて相互イン

タクタンスを計算する能力を測る

したときの

『出題の意図』
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2]重ね合わせの理の適用範鬨を理解し,

つて阿路解析を行うための学力を測る

a)抵抗のみから

源操作を適用

ア 電圧源のみを作用させた場合の回路に対し,電流源の開放操作を含む

基本的な直流回路解析の理解度を測る問題である

イ 電流源のみを作用させた場合の回路に対し,電圧源の短絡操作を含む

基本的な直流回路解析の理解度を測る問題である。

ウ

直流成分と交流成分を適切に取り扱

問題である

アとイで

る問題で

(2)重ね合わせの理が時闇関数に対し

1戊ラ)と交流h戈タ)を適匂、J1こ取り扱L、

る問題である

求めた各電流を用いて,介成電流を適切に算出する能力を測

ある

0

ね合わせの理の基本的な電

能力を測る問題である

ア

0

Ⅱミ b卜i

とわ

ある

0

定常状態におけるインダクタの振る舞いの理解度を確認すると

に,オームの法則にもとづく基礎的な回路解析能力を測る問題で

イ

0

交流回路におけるインピーダンスおよびフェ

析の基礎理解度を測る問題である

0

ウ

て成立することを踏まえたうえ

,回路解析を行うための理解度

0

アとイで求めた結果を踏まえて,実効値の定義および重ね合わせの罪

の適用範囲に関する理解度と習熟度を測る問題である

で,直流

を評価す
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( 1 ) ツェナータイオ

ア、 j値方向 電 こ

抵抗に加わて

イ,逆力丁司 電圧お

イオードに適用

を正しく図示 で

無限大であること

ドと抵抗を含む回路の解析方法を問う問題である 0

対する 定電圧降 レをツェナーダイオー ド 用しノ
^

、^

る電旺1を苫えれぱ.角弔答可能である 0

よび順方向電圧に対する・・定電圧降トモデルをツェナータ

して各入力電圧に対する出力電圧を老えれぱ、人出力特性

さる

( 2 ) 演算増幅器を用いた減算回路および非反転増幅回路の基本的な解析方法の

ンビータンスカ

理解度を問う問題である。理想演算増幅器の基本特性としく重要な,入カイ

けた回路構成にした場合に入力端・f問は仮想短絡としく老えられる こ上 こ

れらを理解して解析できることが求められる 0

ア.理想演算増幅器の基本特性を理解 L た_上で,抵抗による分圧を理解でき

い才L ぱ角牟答可育をであるて 0

イ.理想演算増幅器の基本特性を理解した上で,各部の電流を求める回路解

析の能力があれぱ解答可能である

ウ.理想演算増幅器の基本特性を理解した上で,前問のアとイの結果を結び

付1ナて方程式を立てられれぱ解答可能である 0

エ、要求仕様を満たすように回路パラメータを設定できる回路設計能力が問

われる問題である。前問のウの結果と非反転増幅回路を解析Lた式から

要求を満たすのに必妾な条件が半IH析できれぱ解答可能である
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,

の基礎的な理解と計算力を確 認
^^

では,送信の成功失敗,デ,

て扱うこ上が多く,本設問でば

してし、る。

0

成

(1)通信において 11川の送信が成功する

数の確率を求

る

( 2 )

0

の苦え方を

に現れる確率的な現象を題材、として

しくい

d) 1翊

らなるテータを送

分布の基人的なぢぇ方を理解しているかを確認する

いる

複数回の送確率 与えられたとき力 こ
,

る。ここでは,失敗確率の求め方独

( 3)

0

0

す状況を扱う問題である。ここでは,

余事象を用いた確*計算を行えるか

要な送信回数の期待値を求めること

ルの基本的な理解を確認することを

いるかを確認することを目的としてぃ

,

以

適切

上の 設

に確率

各ビットが独 7X

める問題である。

積を組み合わせた

ビツ

問を通じて通信やデータ送信の状況を確率モ,

る基礎的な数理能力を評価tること

再送 L 成功する,

試行の順序を号慮

を確認するとと 1,

数の数え

るとし＼う

では,瓢1

カニできるで

通して ,

目的とし

呉り とを

とを

目的としている

返し

じテータを

成功主でにし、

0
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図Lくいる
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〔5](1)は,結晶構造の基礎を問う問題である。結晶の単位格子に関する知

る能力も評価する 0

1 段階

活量に関

の例

さらに

圧力ー

生じる理由を若察し

る能力

ある

こおける

る能力

熱力学の基礎を問う

ある

それを基に面間隔と原子問

として

こおける

である
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